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学習目標 

感覚にはどんなものがあるか説明できる 

 

受容器の具体例をあげて説明できる 

 

感覚伝達の経路を説明できる 



中枢神経系 Central Nervous system (CNS)  

     頭蓋骨内にある脳、脊柱管内にある脊髄 

末梢神経系 Peripheral Nervous system  

     脳からでる12対の脳神経 

     脊髄からでる31対脊髄神経 

神経系の分類 



神経細胞内外のイオン濃度の違い 
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活動電位 

Na+イオン流量変化 

K +イオン流量変化 

活動電位とそれを担うイオンの流れ 

閾値電位 



感覚とは 

• 外界からの様々な刺激を、感覚器と呼ばれる
器官の受容器で受け取る過程を感覚という。 

• 受け取った感覚の種類，性質を認識する働き
を認知と呼ぶ。 

 



感覚器 

• 感覚情報を受け取り、神経へ感覚情報を伝
達する器官 

• 感覚受容器は，脳への情報伝達を可能にす
る電気信号を発生する  

• この過程を感覚変換 sensory transductionと
いう 

• 末梢神経の一部もしくは、感覚受容器として
別個の細胞からなる 



刺激の種類と対応する受容器 

• 光    視覚器 

• 音    聴覚器 

• 化学物質   嗅覚器・味覚器 

• 機械刺激  触覚器・圧覚器・痛覚器 

• 温度刺激  温覚器・冷覚器 

• 加速度  平衡感覚器     



感覚受容器 

感覚受容器は外界のエネルギーを神経情報に変
換する 

化学受容器 

 味覚 嗅覚 侵害受容器（皮膚）  

 頸動脈小体の化学受容器 

       （血液中のCO2 O2  pH） 



感覚の種類 

• 体性感覚 

• 内臓感覚 

• 特殊感覚 

   



行動変化（反応） 

脳機能における感覚機能 
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  興奮、分泌、収縮 
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 分化、増殖、癌化 

 アポトーシス   etc 

細胞内情報伝達 

細胞を介する情報伝達 



特殊感覚 

 嗅覚 視覚 聴覚 平衡感覚 味覚 

体性感覚 

 表在覚 

 触覚 痛覚 温度覚 

 深部覚 

 振動覚 関節覚(位置覚、運動覚） 深部痛覚(圧痛覚） 
内臓感覚 

 臓器感覚  吐き気など 

 内臓痛覚 

一般感覚 

 口渇 空腹 疲労 性欲 

感覚の分類 



感覚の特徴 

• 感覚のそれぞれに適合した刺激，適刺激がある。 

    例） 視覚----光，聴覚----音 

• 電気刺激は，どのような感覚器の受容器（細胞）も刺激
することが可能である。 

• 感覚器の適刺激による活性化は、大脳に至って，それ
ぞれの感覚として知覚される。 

• 感覚の投射：感覚を感じるのは刺激のある場所である。 

  例） 痛み---痛み刺激を受けた皮膚の部位に感じる 



感覚器における情報伝達 

受容器(細胞） 1次感覚神経 上位中枢 認知 

反射 

適刺激 

受容器電位の発生 

受容器電位が閾値を超えて活動電位発生 

    特定感覚の発生 



受容体電位およびA-D変換 



受容器電位と閾値の例 

筋線維 

筋張力受容器細胞 

筋線維のわずかな伸展時 

細胞内電位記録 

筋線維の強い伸展時 

閾値 



感覚受容細胞 
Oxygen Taste Smell Contraction Somatosensory 

Auditory 

Sensation 

Visual 

Sensation 



味覚 



５つの基本味 

苦味   bitter  

塩味   salt   

甘味   sweet 

酸味   sour 

うま味 umami 

味覚情報はこれら基本味の強さの組み合わせ 

ヒトの認識する物の味は、 

味覚＋嗅覚＋触覚＋温度＋辛みの感覚の複合したもの 



嗅覚 



受容器電位および活動電位 









視覚 網膜の構造 



視細胞 





一次感覚神経である後根神経節（DRG）細胞の形態と機能 

10 mm 





皮膚受容器 



Mechanoreceptors in the skin 

皮膚の機械受容器 

Ruffini Ending 

Pacinian Corpuscle Hair Receptor 

Glial Cells 
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Connective  

Tissue  

Meissner Corpuscle 



断面（section）の名称 
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Somatosensory Pathway 
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Motor pathway 



脳機能の局在 

感覚野 





体性感覚の伝導路 



単離細胞 



DRGと脊髄後角の線維連絡 



受容器電位による活動電位発生 



痛みの伝達 



モルヒネ鎮痛作用 


